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澤谷　本日はインタビューにお越しいただきましてどう

もありがとうございました．今号の特集トピックは，オ

ープンサービスイノベーションというとても時流に合っ

たものになっております．そこで企業の方からのご経験

や，あるいはそれを実施するための法律的な要素や色々

なことに関して特集を組んでおります．本日は特に企業

の事例ということでお話を伺っていきたいと思います．

　まずは自己紹介を簡単にお願いいたします．

武田　富士通の武田英裕と申します．システムインテグ

レーション部門の戦略企画統括部というところにいまし

て，富士通のこれからのシステム構築を中心としたビジ

ネスコンセプト策定やそれに伴うリサーチ，イノベーシ

ョン創出のための仕組みづくりに携わっています．

福村　富士通の福村です．本日はよろしくお願いします．

大きなミッションは武田と同様ですが，私はその中でも

共創活動をいかに生み出すかという仕組みづくりに携わ

っています．

澤谷　ありがとうございます．

　論文のテーマは，自社メディアを活用した共創型サー

ビス創出のための仕組みづくりということなのですが，

この中でオープンサービスイノベーションをどのように

捉えているのでしょうか，そして，どのあたりが難しか

ったのでしょうか．そのあたりを聞かせてください．

武田　生活者のニーズが多様化し，顧客をとりまくビジ

ネス環境が変化する状況において，オープンサービスイ

ノベーションは企業がチャレンジしなければならないも

のだと考えています．

　オープンサービスイノベーションに取り組む上で難し

かったのは，受託型のビジネスを基本としてきた富士通

のSI（System Integration）ビジネスにおいて，どのよ

うにすればお客様やお客様のお客様である生活者までを

巻き込みながら共創型のビジネスをつくっていけるのか

ということです．

　富士通はこれまで，お客様企業の情報システム部門

の方々とともに情報システムを構築・運用してきまし

た．情報システム部門の方々がお客様企業におけるビジ

ネス要件などをとりまとめ，富士通はその要件をもとに

情報システムをつくりあげるというのが基本的なビジネ

スになります．一方で，オープンサービスイノベーショ

ンに取り組む際は，これまで接点を持っていた人たちに

加え，経営層の方々や事業部門の方々，ベンチャー企業

やNPO，さらには生活者といった新たな人たちと関係

を構築した上でビジネスのかたちをつくっていく必要が

あります．その仕組みづくりが難しかったところであり，

現在も試行錯誤しています．

澤谷　はい，どうもありがとうございました．福村さん

はいかがでしょうか．

福村　ざっくり言うと，弊社のブランドプロミス

「shaping tomorrow with you」という言葉の実践が，オ

ープンサービスイノベーションと捉えています．

澤谷　いつごろからその言葉に変わったのですか．

福村　2010年です．弊社の創立75周年を機にグロー

バル共通のメッセージとして「shaping tomorrow with 

you」になりました．

　ビジネスの構造上，システムインテグレータはお客様

である企業，もっと言うと情報システム部門を向きがち

です．でもそれは「for you」であり，「with you」では

ないと思うのです．従来通り，情報システム部門だけを
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向いていてはシェアの取り合いにしかなりません．ICT

が社会全体に浸透しつある現在では，「you」にさまざま

な意味を込めなければビジネスが立ち行かなくなります．

お客様の情報システム部門や事業部門だけでなく，お客

様のパートナー企業や生活者なども含め，企業と社会全

体の価値が最大化されるようになっていかないといけま

せん．そのためには，従来のシステム構築でお付き合い

のあった企業だけでなく，ベンチャー企業やNPO，今

まではお客様だった企業ともパートナーシップを組んで，

ともに新しい価値を生み出していかなければならない．

この取り組みはまさにオープンサービスイノベーション

だと思います． 

澤谷　ありがとうございます．

　まさに論文の中にもあった図（図１）ですね．オープ

ンサービスイノベーションというのは，オープンイノベ

ーションという，外と一緒につくっていくということと，

企業として経済のサービス化に伴うトランスフォーメー

ション，変化をしていかなければいけないというところ

が本質的なのですね．

　通常，経済のサービス化は，富士通さんのような製造

業の場合にはエンジニアの思考変容・行動変容が必要だ

といわれるのですが，そのあたりについてはどうだった

のでしょうか．今，仕組みづくり，つながりが重要だと

いう，全体的なお話を伺ったのですが，いちエンジニア

としてそのあたりはどうでしょうか．

武田　これまでの活動を振り返ると，オープンサービス

イノベーションに対して思考や行動が変わった大きなき

っかけになったのが「アイデアソン／ハッカソン」では

ないかと思います．私たちは2013年より社内・社外の

方を交えた「アイデアソン／ハッカソン」を多数開催し

てきました．多様な人たちが共通のテーマでどのように

連携しアイディア創発・プロトタイピングを行えばよい

か，さらにはそこで生まれた成果をどのように育ててい

けばよいかを試行錯誤しながら考えてきました．その中

で，私自身も「与えられた仕事をこなす」という考え方

から，「答えのない領域において多様なメンバとともに

解決策をかたちづくっていく」という考え方にシフトし

ていかざるを得ませんでした．

　「アイデアソン／ハッカソン」に参加してくれた富士

通グループのメンバからも，お客様に要求されたものを

つくるという考え方では通用せず，共通の課題をもとに

自分の強みを活かしてアイディアを考え，ともにかたち

にしてくような動きができなければ対応できないと思っ

た，というコメントを多数もらっています．これまでの

仕事上の役割を超えて，さまざまなチャレンジが必要に

なることを，「アイデアソン／ハッカソン」への参加を

通して多くのエンジニアが実感しているようです．

澤谷　顧客視点になったということですね，頭では分か

っているけれども，なかなかなれないですね．

武田　はい．これまで接していたお客様だけを向いてい

ては，視点を変えるのは難しいと思います．お客様と向

き合いつつも，お客様とともに課題を共有し，同じ方向

を見据えた上で自分たちの強みを活かしていくことがで

きるような実践の場をつくり続けることが重要だと感じ

ました．

福村　「あしたのコミュニティーラボ」のイベントや取

材では，ピックアップしたテーマにかかわる社内のエン

ジニアを参加，同行させるようにしています．イベント

や取材を従来の業務では体感できないことを体感するた

めの場と捉えています．実際にその場では，今まで会っ

たことがない人に会い，考え方や人柄に触れ，刺激を受

けます．社外の人だけでなく，イベントなどで同じ会社

の人と一緒になったとしても，違う部署だと組織文化も，

考え方もわりと違っていたりして，刺激を受けることも

 

いままで
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図 1　これからの SIerに求められること
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あります．私自身も実際そうやって刺激を受けてきました．

　特に自分と同じ世代で活躍されているような人たちの

活動に触れたり，そういう人とイベントなどで接したり

すると気持ちの変化が起こりやすいですね．

澤谷　富士通さんがされたこの自社メディア，それを活

用してインターナルなコミュニケーションおよび対外的

なコミュニケーションを，顧客との共創，あるいは社員

との共創の中で変えていく仕組みをつくられたというこ

となのですが，そのきっかけとなったメンバについて教

えてください．何人ぐらいでどのように始めたのでしょ

うか．

福村　はじめは数人で「あしたのコミュニティーラボ」

という自社メディアを始めました．ソーシャルなつなが

りを重視していたので宣伝などのPRをまったくしなか

ったということもあり，最初は誰も知らないメディアで

した．それが1年くらいでぽつぽつ知っているという人

が現れました．それが2年ぐらい経ってくると，「あし

たのコミュニティーラボ」を知っているという人がわり

と増えてきて，そこから新たなつながりが出てきました．

社内の人間も社外の人間も，横で，どんどんつながり始

めたのが大体3年ぐらい経ってからでした．

武田　メディア活動を始めたのが2012年4月，富士

通グループを本格的に巻き込んで活動をし始めたのは

2013年の夏からです．富士通グループ横断で共創を体

験する場としてハッカソンを企画し，2013年11月に実

施しました．その後，2014年の4月に社外の方を巻き

込んだオープンなハッカソンを開催しています．そのと

き企画を進めていたコアメンバは6 〜 7人です．

澤谷　最初はアドホックに始まった活動が，皆さん方が

重要だということに気づかれて，「あしたのコミュニテ

ィーラボ」だとか，分かるかたちにコンセプトとして確

立していったということですよね．そこから急速に広が

り，2013年ぐらいからアイデアソン／ハッカソンなど

たくさんの活動が始まったということですね．

福村　単なるメディアのイベントというだけではなくて，

システムエンジニア部隊（SE部隊）の組織戦略の一環

として，富士通グループ横断でのハッカソンをやったと

いうのが（活動が広がるきっかけとして）わりと大きか

ったかなと思います．

澤谷　この論文の中にあった図（図2）の共創型人材を

育てていくというところは，皆さん方が始めたことをマ

ネジメントが理解して，仕組みづくりへと大きく舵を取

ったということですよね．

福村　はい．

澤谷　そこはマネジメントを説得するのは大変ではなか

ったでしょうか．通常，デザインシンキングだとかやっ

ていると，なんか面白いことをやっているけれども遊ん

でいるんじゃないかとか（笑），マネージャは思うと伺

いますが，どうだったでしょうか．

福村　そういう声はもちろんありましたが，SE部隊の

経営トップに，我々の活動に対する理解があったという

ところが一番大きかったかなと思います．

　なぜ理解があったかというと，当時，クラウドがよう

やくバズワードではなくなって，ビッグデータというよ

うな言葉が出始めたころだと思うのですが，そのような

世の中の変化というのを敏感に感じ取っていて，従来型

のSIのやり方だとこのままではいけないのではないか

ということを，SE部隊の経営トップが感じていました．

澤谷　問題意識があったのですね．それは大きく変わる

きっかけとしてすごくいいですよね．こういったことを

するときに，たとえば，コンサルティングが中心になっ

てやったり，あるいは部門のデザイナが中心になったり

しますけれども，富士通さんのこの取り組みはITのエ

ンジニアであるシステムエンジニアがまさしく中心にな

ってされているということが，大きな特徴だと思いま

す．その点に関しては，皆さん方は利点だと思われるの

か，それとも難しかったのか，どういうふうに感じてい

ますか．

武田　富士通はテクノロジーの力を活用し，社会の課題

やお客様の課題を解決することをビジネスとしている会

社です．よって，課題解決の担い手となるエンジニア／

システムエンジニアを中心に活動を進めないことには大

きなインパクトを与えることはできないと考えています．

しかし，実際には難しかったです（笑）．現業を持って

いるシステムエンジニアの方々に，現業をやっていただ

きながら新たなチャレンジに取り組んでいただくのは大

変なことです．システム構築とは違って，新たなビジネ

共創型人材の拡大

新たな領域で成果を
創るパイオニア

新たな取り組みに
挑戦するリーダ

多くの従業員共創型人材の拡大

図 2　共創型人材の育成
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ン後にどのようにビジネスとして育てていくか．そのよ

うな一連の試行錯誤を通してエンジニア自身が，自身の

役割を見直し，新たな挑戦に取り組んでいます．

澤谷　難しいけれども効果があったのですね．福村さん

にお聞きしたいのは，こういった共創型人材をつくると

会社が決断したときには何らかのアウトプットを期待し

ますよね，そのあたりはいかがでしょうか．どんなアウ

トプットが今出つつあるのか，マネジメントとともにど

んな会話をしながら次のプランを進めていっているのか

について教えていただきたいと思います．

福村　はい．分かりやい評価として，富士通のブランデ

ィングが挙げられます．

澤谷　そうですよね，メディアですからね．

福村　新しいことを富士通もやっているのだというブラ

ンディングですね．日本の大手企業というのはわりと保

守的と言われがちで，富士通もそういう部分はあったの

ですが，「あしたのコミュニティーラボ」という活動を

やっていると，富士通のことをよく知らないであろう人，

そんなに接点がない人たちが「このメディア，いいね」

と言ってくれるようになりました．ハッカソンもやり始

めたときは，「えっ，富士通がやっているのですか」と

驚かれたり（笑）．

　それと同時に，そうやって我々の取り組みに共感して

くださった社外のイノベータや先駆者の方々と緩やかな

コミュニティができ始めました．この3年間でだいたい

180名くらいの方とネットワーキングできました．そう

いった方に我々の新しいビジネス，我々はこういうこと

をやりたい，やろうとしていると言うと，それなら一緒

にやりませんかとか，こうしたほうがいいですよという

協力やアドバイスをいただいたりとか．そういったアド

バイスなどを経営戦略の中に外の意見として反映できる

ようになっていったのは，目に見える1つの効果だった

スのかたちをつくるとなるとゴールも見えづらい．新た

なチャレンジなので，プロセスやツール，ルール，制度

づくりなどすべてが手探り状態でした．アイデアソン／

ハッカソンについても，“同じ趣味を持つ人が集まって

好きなことをやるお祭りじゃないの”と誤解されたり

（笑）．そんな中でも，経営層の理解があったことと，上

司が全面的にバックアップしてくれていたのでありがた

かったです．

澤谷　素晴らしい上司ですね．

武田　大変ではありましたが，現状，富士通ではその先

のフェーズに進んでいるのではないかと思っています．

　アイデアソン／ハッカソンに参加してくれたメンバが

新たな挑戦を始めたり，自部門でもアイデアソン／ハッ

カソンを開催したりする事例が増えてきました．ある中

堅エンジニアは，ハッカソンに初めて参加した際，多様

な人たちとのコラボレーションでアイディアを出し，サ

ービスプロトタイプをつくることで自身の新たな可能性，

エンジニアとしての新たな役割を感じたそうです．それ

以降，機会があるごとに自分の部下をアイデアソン／ハ

ッカソンに送り出してくれるようになりました．自身が

経験し，変わることでその影響を周りの人たちにも広げ

てくれる．そのようなつながりが，富士通グループの中

に徐々に広がってきています．

澤谷　システム部門は変わりにくかったので難しかった

けれども，マネジメントのサポートがあったことでスタ

ートしたと．実際，いざ始めてしまうと，元々創ること

が得意なシステムエンジニアがソリューションだけでは

なくて，ビジネスまで創るところまで広がっていくこと

で，大きな変化をもたらしたということですね．

武田　はい．オープンサービスイノベーションは，サー

ビスを開発する際にお客様との共創を重要視しています

が，アイデアソン／ハッカソンを開催する際，我々は課

題を解決するためにエンジニアやデザイナ，プランナー，

学生など多様な人たちが参加できるようにしています．

あるハッカソンにおいて，課題解決のアイディアを持つ

プランナーの方が同じチームのエンジニアにサービスの

イメージを伝えた際，数時間でそのイメージをかたちに

して見せたことに感激し「魔法使いみたいだ」とエンジ

ニアに言っている場面がありました．これまでの仕事に

おいて，そのようなことを言われたことがなかったエン

ジニアが，その発言をきっかけに「こうもできるよ，こ

うしてみては」と互いにアイディアを出し合い，当初つ

くったものを短時間でどんどん改良していく．そのよう

な想いを持って仲間とつくったプロトタイプをハッカソ

福村健一氏
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築業務などを経て，2009
年より同社の SI ビジネス
の戦略立案業務に従事．さ
くらハッカソンなど，多数
の共創活動を仕掛ける．企
業家育成プログラムやビジ
ネスモデルコンテストなど，
サービス創出に向けた社外
活動を実践しながら同社の
新サービス創出プロセスや
スキームづくりに活かすこ
とにも取り組んでいる．
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と思っています．

　さらに社外と社内の人のつながりを意識的に我々はつ

くろうとしています．そのための手段としてメディアと

イベントを使っています．アイデアソン／ハッカソンが

代表的ですけれども，ワークショップやメディアのイベ

ントなど，いろんな共創を体験する，もしくは共創の効

果自体を知ってもらう．「ああ，こういう効果が出るん

だ」と思ってもらうことを目指しています．実は今日も，

あるグループ会社の方から，2年前のハッカソンに出て

以来，自分たちでもやりたいと思っていたハッカソンが

ようやくうちでも開催できましたという連絡がきました．

ほかにもハッカソンに出た人から，今度は自分の会社（グ

ループ会社）の90名の新人教育に使いたいから協力し

てほしいというような声がかかったり，どんどん活動が

広がっていっています．

澤谷　どのくらいの割合のシステムエンジニアがハッカ

ソンなり，アイデアソンを体験して，思考変容，行動変

容を起こそうとしているのでしょうか．

福村　今，約3万人のシステムエンジニアがいます．そ

の中の2,900名だから約10％ですね．

澤谷　すごい数ですよね．何か目標はあるのでしょうか．

福村　ないですね．一般的には，組織の中の10人に

2人が変われば組織は変わるといわれています．

澤谷　20％ですね．

福村　はい．ただ，今までのビジネスも非常に重要なの

で，我々もそこをきちんとやる人は絶対に必要だと思っ

ています．従来領域をきちんとやる人を尊重しつつ，新

しい領域をやっていこうと．そのときに行動まで変えて

いかないといけない人は2割を目指すのですが，マイン

ドは全員が変わらないといけないと思っています．過去

に対する敬意と新しいことに対する理解といったことで

す．そのマインドを変えるという意味では，アイデアソ

ン／ハッカソンだけではなくて，今，我々が目指すこと

を端的に示すコンセプトの浸透が必要だと思っていま

す．我々のインテグレーションビジネスの新しいコンセ

プトとして「FUJITSU Knowledge Integration」という

ものを打ち出しました．今までやってきた我々の知識や

技術，ノウハウ，人とのつながりなどの積み重ねを，う

まく新しい価値づくりに活かしていこうというようなコ

ンセプトです．そのコンセプトのもと私たちシステムエ

ンジニアが変わっていこう，SIビジネスを変えていこ

うということで，いろいろなことを始めています．た

とえばe-learningで共創の重要性を訴求するなどです．

澤谷　この数人で進めた部門が新しいチャネルをつくり，

新しい仕組みを社内につくり，社外にも仕組みをつくる．

ものすごい世界ですね．経営陣としてもそれをすごく喜

ばしいことだと思って進めておられるというのはよく分

かりました．

　それで今言われたことは，頭だけで分かるのではなく

て，実際に行動まで変わる人がこれから2割ぐらいにな

ると，格段と活動が活発になっていく．また，こういっ

たインテグレーションをしていく人も重要ですが，もと

もとの専門知識を深めていく人材，そちらも重要であっ

て，それが両方ないといけないということですね．その

あたりが他の会社でサービス化したくてもなかなかでき

ていないところだと思いますが，富士通さんではうまく

進んでいるということですね．

武田　はい．ハッカソンをきっかけに商談を受注する事

例も生まれてきました．論文にも書きましたが，福島県

浪江町で行われた，「浪江町タブレットを利用したきず

な再生・強化事業」というものです．これは，住民を交

えてアイデアソン／ハッカソンを行い，そこで決まった

アイディアをベースにアジャイルでサービスを開発して

いくことが求められるプロジェクトでした．

福村　この商談自体，何もなかったら，そもそも（商談

の場に）名乗り出ることもなかった可能性があります．

実は，2014年4月に実施したさくらハッカソンのレポ

ート記事を見た弊社の営業から，ハッカソン関連の案件

が東北であるのでどうすればいいですかという問合せが

ありました．

　それで，その問合せに対して，その半年ぐらい前に行

った社内ハッカソンで出会った人をつなげました．

　さらにその富士通社内の人間が浪江町のハッカソンに

出たときに，たまたま，さくらハッカソンに参加した（株）

Eyes, JAPANの方

と会って，そこで

意気投合して一緒

に何かできるので

はないかというこ

とで組むことにな

った．そういう偶

発性がいくつも起

こったのはメディ

アによって今まで

つくってきたつな

がり，コミュニテ

ィというものがあ

ったからだと思っ 澤谷由里子
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ています．

澤谷　リーダシップで著

名なKotter☆1が，イノベ

ーションを起こすための

第 2 の OS を提案してい

ます．普通の OS が通常

の業務を行うオペレーシ

ョンシステムだとすれば，

第2のOSというのは，イ

ンフォーマルなつながり

で新しいイノベーション

を起こす場だと．

　通常の組織というのは同種の人たちが組織にいて，正

しいことを正しくやるためにはいいのですけれども，新

しいことをするためには多様性が足りない．第2のOS

がまさしく，「あしたのコミュニティーラボ」の位置付

けだと思います．それが新しい受注につながったという

ことですね．人のつながりだけではなく，産学官の連携

で新しいプロジェクト自体も皆さん方でつくられた．さ

らに市町村を巻き込んで進められた素晴らしい事例ですね．

　今お聞かせいただいたシステムインテグレーションを

やっていたシステムエンジニアが，今度はシステムだけ

ではなくて，知識だとか，人のつながり，そういったと

ころをつなげていくナレッジインテグレーションへ発展

する．今後は「Digital Innovation Lab」と．この今後の

発展に向けてもぜひちょっと教えてください．

福村　富士通では，2015 年より「Digital Innovation 

Lab」という新たなメディアを立ち上げ，デジタルビジ

ネスの潮流を取り上げ，お客様とともにオープンイノベ

ーションを目指す活動も始めています．「あしたのコミ

ュニティーラボ」では先ほどおっしゃったような，第2

のOS，我々の言う緩やかなコミュニティをつくること

ができたのですが，ビジネスとなったときにはそれだけ

ではやはり足りない部分があると感じています．偶発性

をもっと高めるためには企業の中でリアルに課題を解決

できる組織にアプローチしないといけない．我々の活動

に共感して一緒にやりましょうと言ってくれる人も結構

いるのですけれども，多くの人はご自身が所属する組織

のミッションが違ったりとか，組織としては動けなかっ

たりするので，組織として動くには事業部門で本当にそ

の課題を解決できる，生活者の課題を解決できるような

ミッションを持っている人，地域ビジネス改革であっ

☆1 Kotter, J.：これから始まる新しい組織への進化，HBR（2013）．

たりとか，そういうところに直接，今度はタッチポイ

ントをつくるというところが今回の「Digital Innovation 

Lab」の狙いとしてあります．

澤谷　今までのアドホックでつながってきた人のつな

がりを「あしたのコミュニティーラボ」という，メデ

ィアというかたちでつなげてきたのだけれども，今度

は組織のミッションとしてつくっていくのが「Digital 

Innovation Lab」という．

福村　組織のミッション同士をつなげていくとか，組織

同士をつなげていくというところですね．

澤谷　上位レベルの連携．

福村　そうですね．そしてそこにも「あしたのコミュニ

ティーラボ」でつながったコミュニティというのがどん

どんその課題に対して入ってこれるようなスキームをつ

くっていきたい．

澤谷　すごいですね（笑）．

武田　「あしたのコミュニティーラボ」では，社会課題

やそれに取り組んでいる人を追いかけてきました．ソー

シャルビジネスの領域はNPOや一般社団法人，自治体

を中心に新たなチャレンジが生まれています．面白い動

きが出てきている一方で，複雑化する社会課題を解決す

るには企業がもっともっと入っていかなければいけない．

しかし，既存の企業がソーシャルビジネスや社会課題の

解決に取り組むには，通常のビジネスの仕組みでは難し

い．オープンイノベーションによって，企業と社会課題

の解決をつなげられるような仕掛けが必要だと考えてい

ます．

　テクノロジーが発展する中で，新たなディジタルビジ

ネスがどんどんこれまでのビジネスを変えようとしてい

ます．企業も最先端の潮流を取り込んで，新たな価値創

出に取り組まなければならない状況下で，オープンイノ

ベーションや共創というものをこれまで以上に意識する
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ようになっています．この辺の動きが活性化してくると，

「あしたのコミュニティーラボ」や「Digital Innovation 

Lab」の取り組みが相互に連携でき，より大きいスキー

ムの中で社会課題の解決を始めとしたインパクトのある

コトを生み出せるのではないかと考えています．

福村　「あしたのコミュニティーラボ」は主に生活者に

フォーカスしていましたが，「Digital Innovation Lab」は，

事業部門から見た社会の変化にフォーカスしています．

特に企業内では今，経営層直下に事業部門や情報システ

ム部門を集め，イノベーションに取り組もうという動き

が出始めています．そういった組織にアプローチしてい

きたいと思います（図3）．

澤谷　だからメインビジネスのところにきたということ

ですよね，今後が楽しみですね．

福村　シリコンバレーを中心にスタートアップがどんど

ん出てきて，新しいことをどんどん起こしていくという

のがアメリカですけれども，日本の場合はそうではない

と我々も思って．

澤谷　大企業がやるという（笑）．

福村　そうですね．日本の場合，アメリカほど人材が流

動的でなかったり，日本独自の環境や事情があるので．

もちろんスタートアップやNPOなども含めて，共創し

ていかないといけないのですが，大企業が積極的に動か

ないと大きな変化にはなりづらいと思います．

　シリコンバレーでリーン・スタートアップという手法

が提唱され，Eric Riesが出版した同名の書籍が2012年

に翻訳されてから，日本でも広まりました．リーン・ス

タートアップをゼネラル・エレクトリック（GE）やマ

イクロソフトなど大企業が取り入れだし，リーンエンタ

ープライズなどと呼ばれたりしていますが，日本だとそ

のままでは適用できないと思っています．日本流のリー

ンエンタープライズをつくっていくというところが我々

の次の挑戦かなと思っています．

澤谷　次の論文も楽しみですね（笑）．最後に一言ずつ

お願いします．

武田　既存の大企業も社内の30代の若手の人たちが中

心になって新たな取り組みにチャレンジするためのコミ

ュニティが生まれてきています．企業内コミュニティが

ほかの企業内コミュニティとつながり新たなプロジェク

トが立ち上がったりすることが，「あしたのコミュニテ

ィーラボ」の取材の中で分かってきています．想いを持

って新たなコトづくりにチャレンジし始めている人たち

が既存企業の中にも増えてきているので，我々もそうい

う人たちと連携することで，オープンサービスイノベー

ションの成果をより大きくできるのではないかと思って

います．

福村　ここまでの活動を通して，場づくりの成果がよう

やく見えるかたちになってきたのかなと思っています．

　次は実践を通して，どうビジネスにつなげていくかだ

と思っています．「あしたのコミュニティーラボ」はバ

ーチャルな場にイベントなどのリアルな場があるという

構造ですけれど新たなサービスの創出にはリアルな場と

いうものがもっともっと重要になってくると思います．

そこに人や知識が集まってきて，その場にくれば何かが

変わる，起こるというか．たとえば，自分たちの課題を

解決できる人と出会えるとか，方向転換できるとか．リ

ーン・スタートアップなどのプロセスや手法，ノウハウ

が集積されていて，得られるなどです．これもまだ仮説

なのですが，それをこれから実証していきたいなと思っ

ています．

澤谷　はい．どうもありがとうございます．

　今までそのアドホックでやってこられた活動の仕組

み化・場づくりの段階が終わり，これから「Digital 

Innovation Lab」として組織・ミッションを持った部門

をつくり，他部門と連携し今度は実践のフェーズにいく

と．また，それを実施している過程で，社内だけではな

くて，社外にも同じ意思を持つ企業や人々がつながって

きて，現在この段階だということですね．

　さらに，リソースが十分にある大企業を自ら変革し，

新しいビジネスを創る日本型のイノベーションの創出法

を今まさに実践・検証の段階だと伺いました．この進め

方は，日本のほかの企業の方にも参考になる点が多いの

ではないかと思います．どうもありがとうございました．

新しい接点 
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図 3　従来の接点と新しい接点


